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・
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場
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たびの案内人

久く
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犬
山
モ
モ
次
郎

その昔、桃太郎と一緒に
鬼退治に出かけた勇敢なわ
んこ。犬山の「田楽」が大
好き。あつあつのうちに食
べるのが好き。お肉は苦手。

モモ次郎と仲良しの
雉。好きな食べ物はカ
レーライス。畑で採れ
た野菜を一杯入れた栄
養満点のカレーは絶品。
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犬
山
城
は
、
天
文
6
年
（
1
5
3
7
）
に
織お

田だ

信の
ぶ

康や
す

に
よ
っ
て
築
城
さ
れ
ま
し
た
。
天

文
16
年
（
1
5
4
7
）、
信
康
の
死
に
伴
い
、
子
の
信
清
へ
と
引
き
継
が
れ
ま
し
た
が
、

信
清
は
織
田
信
長
と
領
地
争
い
か
ら
対
立
し
て
攻
め
ら
れ
、
犬
山
城
は
落
城
し
信
清
は
逃

亡
し
ま
し
た
。
代
わ
っ
て
犬
山
城
に
は
織
田
信
長
の
家
臣
池
田
恒
興
が
入
城
し
ま
し
た
。

　

天
正
10
年（
1
5
8
2
）「
本
能
寺
の
変
」で
織
田
信
長
が
倒
れ
る
と
後
継
者
争
い
か
ら
、

天
正
12
年
（
1
5
8
4
）
に
秀
吉
と
徳
川
家
康
・
織
田
信
雄
（
信
長
次
男
）
と
の
間
で
「
小

牧
・
長
久
手
の
戦
い
」
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
当
時
の
犬
山
城
主
は
信
雄
の
家
臣
中
川
定

成
で
し
た
が
、
再
度
池
田
恒
興
に
よ
り
落
城
さ
れ
ま
し
た
。
以
後
小
牧
山
城
に
陣
を
構
え

た
家
康
と
に
ら
み
あ
い
が
続
き
ま
し
た
が
、
両
者
の
間
で
和
が
結
ば
れ
、
犬
山
城
は
信
雄

に
返
還
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
犬
山
城
主
は
め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
り
ま
し
た
が
、
慶
長
12
年
（
1
6
0
7
）

尾
張
藩
付
家
老
と
し
て
城
主
と
な
っ
た
平
岩
親
吉
の
後
、
元
和
3
年
（
1
6
1
7
）
に
成な

る

瀬せ

正ま
さ

成な
り

が
城
主
と
な
っ
て
以
後
は
、
幕
末
ま
で
成
瀬
家
が
代
々
城
主
を
務
め
ま
し
た
。
明

治
の
廃
藩
置
県
後
は
愛
知
県
の
所
有
と
な
り
ま
す
が
、
そ
の
後
成
瀬
家
に
返
還
さ
れ
、
平

成
16
年
（
2
0
0
4
）
に
、
財
団
法
人
（
現
公
益
財
団
法
人
）
犬
山
城
白
帝
文
庫
に
移
管

す
る
ま
で
日
本
で
唯
一
の
個
人
所
有
の
城
で
し
た
。
昭
和
10
年
（
1
9
3
5
）
に
は
国
宝

に
指
定
さ
れ
、
現
在
も
犬
山
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

木
曽
川
に
守
ら
れ
た
後う

し

ろ

け

ん

ご

堅
固
な
城
　
　
　
　
　

犬
い

ぬ

山
や

ま

城
じ

ょ

う

犬
山
の
代
名
詞
　
国
宝
、
犬
山
城

築城主　：織田信康

築城年　：天文 6年（1537）

アクセス：名鉄「犬山遊園駅」より徒歩 15 分

犬山城



犬山城石垣

天守を支える太い梁
は り

犬山城望
ぼ う

楼
ろ う

から見える伊木山

付
つ け

櫓
やぐら

から見える風景



　

犬
山
市
立
図
書
館
の
南
側
に
愛あ

た
ご宕

神
社

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
愛
宕
神
社
が
鎮
座
す

る
周
辺
に
か
つ
て
「
木
之
下
城
」
が
存
在

し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
実
態
は
よ
く
わ

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
愛
宕
神
社
を
含
め
た

城
の
中
心
地
は
南
北
4
0
0
メ
ー
ト
ル
・

東
西
2
5
0
メ
ー
ト
ル
の
区
画
が
存
在
し

た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

通
説
で
は
木
之
下
城
に
つ
い
て
次
の
よ

う
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
15
世
紀
後
半
に

起
こ
っ
た
応
仁
の
乱
に
よ
り
、
美
濃
国
の

守
護
代
で
あ
っ
た
斉
藤
妙み

ょ
う

椿ち
ん

が
斯し

波ば

義よ
し

敏と
し

の
領
地
で
あ
る
尾
張
地
域
を
攻
略
す
る

た
め
、
鵜
沼
に
進
軍
、
こ
れ
を
察
し
た
義

敏
の
臣
で
あ
っ
た
織
田
広
近
が
、
そ
の
防

御
の
た
め
文
明
元
年
（
1
4
6
9
）
5
月

に
城
砦
を
現
在
の
木
之
下
地
区
に
築
い
た

の
が
は
じ
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
織
田

広
近
は
現
在
の
大
口
町
に
所
在
す
る
小お

口ぐ
ち

城
を
拠
点
と
し
、
木
之
下
城
を
支
城
と
し

て
護
り
を
固
め
ま
し
た
。
以
後
は
代
々
織

田
氏
が
居
城
し
、
六
代
目
と
さ
れ
る
織
田

信
康
が
天
文
6
年
（
1
5
3
7
）
に
木
之

下
城
を
廃
城
し
、
現
在
の
犬
山
城
付
近
に

城
を
移
し
ま
し
た
。

犬
山
城
の
前
身

謎
の
木
之
下
城

木き

之の

下
し

た

城
じ
ょ
う

跡
あ

と

犬
山
城

関
連

愛宕神社拝殿と木之下城説明板



　

愛あ
た
ご宕

神
社
は
慶
長
11
年
（
１
６
０
６
）、

鍛
治
屋
町
の
刀
工
兼か

ね

常つ
ね

が
、
当
時
の
犬
山

城
主
小お

笠が
さ

原わ
ら

吉よ
し

次つ
ぐ

に
願
い
出
て
、
旧
城
地

の
こ
の
場
所
に
、
天
台
宗
の
愛
宕
山
長
泉

寺
延
命
院
を
建
立
し
、
将
軍
地
蔵
を
祀
っ

た
の
が
は
じ
ま
り
で
す
。

　

そ
の
後
、
前
原
新
田
入
鹿
山
白
雲
寺
の

良
陳
ら
が
住
僧
と
な
っ
て
代
々
続
き
ま
し

た
が
、
明
治
初
年
の
神
仏
分
離
政
策
に
よ

り
、
寺
は
廃
さ
れ
神
社
と
し
て
残
り
、
現

在
に
至
り
ま
す
。

　

ま
た
、
愛
宕
神
社
境
内
に
は
「
金き

ん
め
い
す
い

明
水
」

と
い
う
井
戸
が
あ
り
、
ど
ん
な
厳
し
い
日

照
り
で
も
水
が
枯
れ
た
こ
と
の
な
い
井
戸

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

木
之
下
城
の
跡
地
に

鎮
座
す
る
神
社

愛あ

た

ご宕
神じ

ん

社じ

ゃ

犬
山
城

関
連

愛宕神社狛犬

神社境内の「金明水」



　

徳
授
寺
は
、
木
之
下
城
主
織
田
氏
の
一

族
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
柏
庭
宗
松
が
文

明
8
年
（
1
4
7
6
）
に
建
立
し
た
臨
済

宗
妙
心
寺
派
の
お
寺
で
す
。

　

天
正
12
年
（
1
5
8
4
）
の
小
牧
・
長

久
手
の
戦
い
の
時
に
楽
田
青
塚
の
陣
営
に

寺
の
建
物
が
運
ば
れ
て
一
時
荒
廃
し
ま
し

た
が
、
ま
も
な
く
可
児
市
の
常
楽
寺
を
移

し
て
伽
藍
が
復
興
さ
れ
ま
し
た
。
ご
本
尊

は
東
美
濃
の
大
円
寺
山
門
の
湛
慶
作
聖
観

世
音
菩
薩
を
移
し
て
安
置
し
て
い
ま
す
。

現
在
、ご
本
尊
は
秘
仏
と
な
っ
て
い
ま
す
。　

山
門
の
赤
が
美
し
い

別
名
「
赤
門
寺
」

了り
ょ
う

義ぎ

山さ
ん

徳と

く

授じ

ゅ

寺じ

犬
山
城

関
連

「了義山」山号額

山門 本堂



　

犬
山
城
下
町
は
犬
山
城
の
築
城
に
伴

い
、
も
と
も
と
あ
っ
た
町
を
整
備
し
て
作

ら
れ
ま
し
た
。
商
人
や
職
人
の
同
業
者
を

近
く
に
住
ま
わ
せ
て
、
町
の
発
展
を
促
し

た
と
さ
れ
、
鍛
冶
屋
町
・
魚
屋
町
な
ど
の

町
名
に
名
残
が
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
町

の
中
央
部
に
町
人
町
を
置
き
、
そ
れ
を
囲

む
よ
う
に
侍
町
を
配
置
し
た
ほ
か
、
城
下

町
の
外
周
を
木
戸
や
堀
、
土
塁
等
で
取
り

囲
む
総
構
え
の
城
下
町
と
し
て
守
り
を
固

め
て
い
ま
し
た
。
現
在
も
江
戸
時
代
と
変

わ
ら
な
い
町
割
り
（
町
の
区
画
）
が
そ
の

ま
ま
残
り
、
江
戸
か
ら
昭
和
ま
で
の
歴
史

的
な
建
造
物
が
立
ち
並
び
ま
す
。
ま
た
、

犬
山
城
と
有
楽
苑
の
茶
室
如
庵
は
共
に
国

宝
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

城
郭
構
造
を
残
し
た

風
情
あ
る
町
並
み

犬い

ぬ

山や

ま

城
じ
ょ
う

下か

町ま

ち

犬
山
城

関
連

犬矢来が残る町並み

余坂木戸跡 ジオラマの拡大

犬山城下町のジオラマ ( 犬山市文化史料館 )



　

瑞
泉
寺
境
内
に
あ
る
荘
厳
な
姿
の
門
で

す
。
石
段
の
下
よ
り
見
上
げ
る
風
貌
は

堂
々
と
し
た
姿
で
威
厳
が
あ
り
、
参
拝
者

を
静
か
に
迎
え
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
山
門

に
至
る
石
段
の
脇
に
は
樹
齢
3
0
0 

年

と
も
さ
れ
る
巨
大
な
楠
が
あ
り
、
そ
ち
ら

も
見
物
で
す
。

　

こ
の
山
門
は
、
か
つ
て
犬
山
城
に
あ
っ

た
城
門
の
内
の
一
つ
、
内
田
門
を
移
築
し

た
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
は

犬
山
城
の
三
の
丸
か
ら
城
外
の
内
田
村
へ

と
出
る
場
所
に
建
て
ら
れ
て
い
た
の
を
、

明
治
に
な
っ
て
取
り
払
わ
れ
る
こ
と
と
な

り
、
現
在
の
場
所
に
移
さ
れ
た
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
犬
山
城
下
の
風
情
を
残
す
貴
重

な
建
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。

内う

ち

田だ

門も

ん

古
城
の
面
影

今
に
伝
え
る
内
田
門 

犬
山
城

関
連

内田門境内側より

瑞泉寺山門付近



　

犬
山
城
二
の
丸
の
矢
来
門
は
城
郭
建
築

特
有
の
高
麗
門
と
い
う
形
で
、
裏
側
の
本

屋
根
と
直
交
す
る
二
つ
の
屋
根
が
あ
る
の

が
特
徴
で
す
。
明
治
時
代
に
解
脱
山
専
修

院
（
丹
羽
郡
扶
桑
町
柏
森
字
乙
西
屋
敷

62
）
に
東
門
と
し
て
移
築
さ
れ
ま
し
た
。

　

犬
山
城
の
第
一
黒
門
は
城
郭
建
築
特
有

の
門
で
、
初
期
城
門
の
薬
医
門
形
式
を

残
し
て
い
ま
す
。
明
治
時
代
に
大
龍
山

徳
林
寺
（
丹
羽
郡
大
口
町
余
野
2
丁
目

２
０
１
）
に
移
築
さ
れ
、
山
門
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

犬
山
城
松
の
丸
東
隅
門
は
明
治
7
年

（
1
8
7
4
）
に
常
満
寺
山
門
に
移
築
さ

れ
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
古
図
に
よ
れ

ば
本
瓦
葺
き
の
薬
医
門
で
し
た
。
近
年
の

修
理
に
よ
り
、
屋
根
は
桟
瓦
に
葺
き
替
え

ら
れ
て
い
ま
す
が
そ
れ
以
外
は
ほ
と
ん
ど

変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
の
他
に
も
旧
犬
山
城
の
城
門
は

運
善
寺
（
一
宮
市
浅
井
町
）、浄
蓮
寺
（
一

宮
市
千
秋
町
）
に
移
築
さ
れ
、
初
期
城
門

の
型
式
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

各か
く

地ち

に
残の

こ

る

犬い
ぬ

山や
ま

城じ
ょ
う

の
城

じ
ょ
う

門も
ん

犬
山
城
関
連

専修院　山門

徳林寺徳林寺　標柱

常満寺

専修院専修院山門



　

羽
黒
城
跡
は
、
名
鉄
小
牧
線
羽
黒
駅
か

ら
北
西
に
行
く
こ
と
約
４
０
０
メ
ー
ト
ル
、

犬
山
市
文
化
会
館
の
南
側
に
位
置
す
る
鎌

倉
幕
府
の
御
家
人
・
梶
原
氏
ゆ
か
り
の
城

跡
で
す
。
築
造
は
鎌
倉
時
代
で
、
建
仁
年

間
（
1
2
0
1
〜
1
2
0
4
）
に
か
け
て

建
て
ら
れ
た
も
の
と
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
当
時
の
建
物
は
残
っ
て
お
ら
ず
、

跡
地
周
辺
は
竹
林
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
（
２
０
１
２
）
に
発
掘
調
査

が
行
わ
れ
、
土
塁
や
堀
な
ど
城
跡
に
伴
う

遺
構
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
古

代
の
瓦
も
出
土
し
て
お
り
、
中
世
以
前
か

ら
何
ら
か
の
施
設
が
あ
っ
た
可
能
性
も
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

丘
の
上
に
立
つ
城
跡

梶
原
氏
ゆ
か
り
の
地
　
　

羽は

黒
ぐ

ろ

城
じ

ょ

う

跡
あ

と

羽黒城縄張り図 (「中世城館跡調査報告Ⅰ」より）



　

羽
黒
城
跡
は
も
と
も
と
こ
の
場
所
に

あ
っ
た
全
長
80
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
前
方
後

円
墳
を
利
用
し
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。　

　

現
在
、「
羽
黒
城
址
記
念
碑
」
と
い
う

碑
が
建
っ
て
い
る
場
所
が
ま
さ
に
古
墳
の

前
方
部
で
す
。
前
方
部
の
高
さ
は
約
6

メ
ー
ト
ル
で
比
較
的
良
い
保
存
状
態
で

す
。
前
方
部
の
周
辺
北
側
に
一
段
低
く
な

る
場
所
が
あ
る
の
で
す
が
、
古
墳
の
環
濠

で
あ
っ
た
の
で
は
、
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
大
正
末
期
に
は
、
こ
の
場
所
に
水
が

た
ま
り
、
水
濠
と
な
っ
て
い
る
写
真
も

残
っ
て
い
ま
す
。

羽
黒
城
古
墳

羽は

黒ぐ

ろ

城
じ
ょ
う

古こ

墳ふ

ん

羽
黒
城
跡

関
連

遺物出土状況 発掘風景 墨書

現在は竹林に覆われた羽黒城古墳



　

興
禅
寺
は
臨
済
宗
妙
心
寺
派
で
、
梶
原

一
族
に
ゆ
か
り
の
歴
史
あ
る
寺
院
で
す
。

鎌
倉
時
代
に
梶か

じ

原わ
ら

景か
げ

時と
き

が
大
日
と
呼
ば
れ

る
場
所
に
真
言
宗
の
寺
院
を
建
立
し
た
の

が
始
ま
り
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。

　

寺
院
は
天
正
12
年
（
1
5
8
4
）
の
小

牧
長
久
手
の
戦
い
に
よ
っ
て
焼
失
し
ま
す

が
、
慶
長
7
年
（
1
6
0
2
）、
犬
山
城

主
小お

笠が
さ

原わ
ら

吉よ
し

次つ
ぐ

の
寄
進
に
よ
り
再
建
さ

れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
明
治
31
年

（
1
8
9
8
）
築
造
の
本
堂
と
、
昭
和
14

年
（
1
9
3
9
）
築
造
の
山
門
は
、
国
の

登
録
有
形
文
化
財
で
す
。　

妙み
ょ
う

國ご
く

山さ
ん

興こ

う

禅ぜ

ん

寺じ

梶
原
氏
の
繁
栄
を
伝

え
る
古
刹
、
興
禅
寺 

羽
黒
城
跡

関
連

本堂

五輪塔群 境内



　

楽
田
城
は
織
田
久
長
に
よ
り
永
正
年
間

（
１
５
０
４
～
１
５
２
１
）
に
築
城
さ
れ
た

と
伝
え
ら
れ
ま
す
。
城
跡
に
は
楽
田
小
学

校
が
建
っ
て
お
り
、
城
の
遺
構
は
大
正
年

間
ま
で
は
あ
る
程
度
残
っ
て
い
ま
し
た
。

今
は
天
守
台
跡
か
ら
移
築
し
た
碑
と
土
塁

が
僅
か
に
残
る
の
み
で
す
が
周
辺
の
街
区

に
城
跡
の
地
割
が
よ
く
残
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
楽
田
小
学
校
北
に
裏
門
旧
跡
碑
、

北
西
旧
木
曽
街
道
沿
い(

横
町)

に
北
之

門
旧
跡
碑
及
び
南
西(

本
町)

に
南
之
門

旧
跡
碑
が
残
っ
て
い
ま
す
。

織
田
家
ゆ
か
り
の
城
　
　
　
　
　

楽
が

く

田
で

ん

城
じ

ょ

う

跡
あ

と

子
ど
も
達
の

笑
い
声
が
響
く
城
跡 

裏門旧跡碑　　　北之門旧跡碑



　

ご
本
尊
は
聖
観
世
音
菩
薩
で
、
臨
済
宗

妙
心
寺
派
に
属
す
る
お
寺
で
す
。

　

建
立
は
天
正
6
年
（
1
5
7
8
）
で
、

楽
田
城
主
梶
川
弥
三
郎
高
盛
を
開
基
と
し

ま
す
。
山
門
は
楽
田
城
裏
門
を
移
築
し
た

も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
境
内

の
枝
垂
れ
桜
は
4
月
上
旬
に
見
頃
を
迎

え
、
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。
境
内

に
は
、
梶
川
弥
三
郎
高
盛
の
墓
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
開
基
画
像
は
犬
山
市
指
定
文

化
財
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

楽
田
城
主
開
基
の
寺

萬ば
ん

祥
し
ょ
う

山ざ
ん

常
じ
ょ
う

福ふ

く

寺じ

楽
田
城
跡

関
連

本堂　　　

常福寺からの風景 境内の地蔵



　

八
幡
林
の
古
戦
場
は
名
鉄
小
牧
線
「
羽

黒
駅
」
南
側
付
近
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
天
正
12
年
（
1
5
8
4
）、

羽
柴
秀
吉
と
徳
川
家
康
・
織
田
信
雄
と
の

間
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
小
牧
・
長
久
手
の

戦
い
の
前
哨
戦
、「
羽
黒
合
戦
」
が
行
わ

れ
た
場
所
で
す
。

　

小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
が
開
始
さ
れ
た

際
、
羽
柴
秀
吉
方
に
組
し
た
武
将
、
池
田

恒
興
は
、
犬
山
城
を
攻
略
し
ま
し
た
。
そ

の
恒
興
の
娘
婿
で
あ
る
森も

り

長な
が

可よ
し

は
、
３
千

の
兵
を
率
い
て
こ
の
八
幡
林
の
地
に
布
陣

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
長
可
の
軍
は
家
康

方
の
武
将
と
こ
の
地
で
激
突
し
ま
す
が
、

大
敗
し
ま
す
。
長
可
の
家
臣
の
中
で
、
豪

傑
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
野
呂
助
左
衛
門

親
子
が
討
死
に
し
た
の
も
こ
の
時
と
さ

れ
、
近
く
に
「
野
呂
塚
」
と
呼
ば
れ
る
親

子
の
墓
と
、
大
正
７
年
（
1
9
1
8
）
に

子
孫
が
建
て
た
碑
が
残
っ
て
い
ま
す
。
八

幡
林
の
古
戦
場
は
昭
和
の
中
頃
ま
で
は
松

林
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
今
は
そ
の
場
所

に
八
幡
社
が
あ
り
ま
す
。　

八
は

ち

幡
ま

ん

林
ば

や

し

の
古こ

戦
せ

ん

場
じ

ょ

う

小
牧
・
長
久
手
の
戦

い
の
前
哨
戦
の
場



　

天
正
12
年
（
1
5
8
2
）、
小
牧
・
長

久
手
の
戦
い
の
際
に
羽
柴
秀
吉
側
の
武
将

森も
り

長な
が

可よ
し

が
青
塚
古
墳
の
上
に
陣
を
敷
い
て

砦
と
し
て
利
用
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。 

陣
を
構
え
た
森
長
可
は
、
森
蘭
丸

の
兄
で
、
秀
吉
の
重
臣
で
し
た
が
長
久
手

の
戦
い
で
戦
死
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
史
跡
公
園
に
な
っ
て
ま
す
。

青あ

お

塚つ

か

砦
と
り
で

八
幡
林
の

古
戦
場
関
連

戦
に
利
用
さ
れ
た
古
墳

整備前の青塚古墳

戦の様子を再現したミニチュア 戦の様子を再現したミニチュア



　

犬
山
市
南
端
の
楽
田
地
区
か
ら
小
牧
市

池
之
内
へ
と
向
か
う
道
に
あ
る
峠
で
す
。

小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
の
際
、
秀
吉
陣
営

の
武
将
で
あ
っ
た
池
田
恒
興
と
森も

り

長な
が

可よ
し

は
、

家
康
陣
営
に
長
久
手
の
地
で
大
敗
し
ま
す
。

地
名
の
由
来
は
、
戦
に
負
け
た
兵
達
が
死

に
物
狂
い
で
こ
の
峠
を
敗
走
し
て
き
た
こ

と
か
ら
つ
い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

天
正
12
年
（
1
5
8
4
）
の
小
牧
・
長

久
手
の
戦
い
の
前
哨
戦
と
も
い
わ
れ
る
羽

黒
合
戦
で
は
、
秀
吉
方
の
森も

り

長な
が

可よ
し

が
家
康

方
の
酒
井
忠
次
、
榊
原
康
政
ら
に
八
幡
林

で
急
襲
を
受
け
、
大
敗
を
喫
し
ま
し
た
。

逃
げ
場
を
失
っ
た
森
軍
が
混
乱
す
る
中
、

長
可
の
家
臣
野
呂
助
左
衛
門
の
奮
闘
に
よ

り
長
可
は
か
ろ
う
じ
て
犬
山
城
ま
で
逃
げ

帰
る
こ
と
が
で
き
た
と
伝
わ
り
ま
す
。
助
左

衛
門
は
松
平
家
信
に
よ
り
討
ち
取
ら
れ
ま
し

た
。
助
左
衛
門
の
嫡
男
野
呂
助
三
も
ま
た
こ

の
合
戦
で
命
を
落
と
し
ま
し
た
。

　

野
呂
父
子
の
死
を
悼
み
、
大
正
7
年

（
1
9
1
8
）に
当
時
の
羽
黒
青
年
会
に
よ
っ

て
顕
彰
碑
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。「
野
呂
助

左
衛
門
之
碑
」
前
で
は
、
現
在
も
年
一
回
の

供
養
祭
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

物も

の

狂
ぐ
る
い

峠
と
う
げ

そ
の
名
も
怖
い
小
牧
・

長
久
手
の
戦
い
縁
の
峠
道

森
長
可
の
忠
臣
、

野
呂
助
左
衛
門
之
碑

八
幡
林
の

古
戦
場
関
連

野の

呂ろ

塚づ

か

八
幡
林
の

古
戦
場
関
連

物狂峠付近の風景（葭池）
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木
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青
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マ
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を
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て
、
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化
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に
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う
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城・古戦場編

小牧・長久手の戦い年表

年月日 主な出来事

天正 10 年（1582） 織田信長次男信雄の武将中川定成、犬山へ入城

天正 12 年（1584）

3 月 3日 信雄、秀吉に内通したとして三家老を殺害

3月 13 日 秀吉方となった池田恒興、犬山城を占拠

池田恒興、兵を小口、楽田に進軍

3月 15 日 徳川家康、清洲城から小牧山に入城し、布陣

3月 16 日 秀吉方森長可（もりながよし）、小牧山城を目指
し八幡林に布陣 
徳川方酒井忠次・榊原康政ら羽黒へ向かい布陣

3月 17 日 徳川方の奇襲攻撃、小牧・長久手の戦いの前哨
戦である羽黒合戦始まる 
森長可敗走、重臣野呂助左衛門、助三父子の活
躍で犬山城へ逃げのびる 
野呂父子は討死

3月 21 日 秀吉、大坂を発ち犬山城へ入城 
進軍して楽田城を本陣とする

3月 28 日 家康、小牧山に入る

3月 29 日 信雄、小牧山に入る

4月 9日 長久手の合戦始まる 
池田恒興、之助父子、森長可ら秀吉方有力武将
戦死

11 月 11 日 秀吉、信雄和議が成立 
犬山城は信雄に返却

たびにオススメの資料
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城 ・ 古戦場の巻



「犬山文化遺産ナビとは」

犬山市は愛知県の北西部にある豊かな自然や多くの文化遺産が残る地域で

す。犬山文化遺産ナビでは、犬山の魅力がわかるモデルコースや、見どこ

ろスポットをお伝えします。また、犬山市に伝わる物語もアニメでお楽し

みいただけます。

文化遺産を訪れて、カードを集めよう！

文化遺産カード

スマートフォンで文化遺産や史跡めぐり

犬山たび

犬山の最新情報をHPでチェック！

犬山文化遺産ナビ

文化遺産ナビとは、スマートフォンで使用でき
る犬山の文化遺産ナビシステムアプリです。
どこにどんな文化遺産があるのか、またどんな
方法で訪れればいいのか、簡単に調べる事がで
きます。

リストモード マップモード

文化遺産カードの楽しみかた

犬山城下町について
『犬山城下町マップ』犬山城下町の詳細マップ。犬山祭を見学する際は、携帯していると便利です。犬山観光案内所などで配布。

文化遺産カードについて：文中に、herica マークがついているものは、「文化遺産カード」がある文化遺産です。文化遺産を訪れてカードをたくさん集めましょう！
・「犬山城」・「木之下城跡」・「青塚砦」．．．配布場所：青塚古墳ガイダンス施設　　※詳細は下記をご参照ください。
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